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静岡大学地学研究報告第 2巻 第 i号 1970年 5丹

伊豆滑)11に共存する Amussiopectenと Lepidocyclina

1.はじめに における帆

従来のLepidocyclinαの産地は，中伊豆町

下白岩(半沢1931)，修善寺町牧之郷，同町大

野(久野ほか1949)、西伊豆町白川(田村

1953) ，松崎町池代(山桜1958，大久保1961)，

(鮫島ほか1960)，松崎町伏倉

(伊藤ほか1967)がある O 伊豆半島のこれ

らのLepidocyclina産出層準については，

湯ヶ島層群上部に置くという見解と、白浜

層群に含めるという見解とがある。中でも

“下白岩の層準"は，これまで湯ヶ

上部とされ初期中新世と言われてきたが，

浮瀞性有孔虫から Helvetianに対比される

という(斎藤1963)0また Vande r Vlerk 

の“grαde 0 f enc losure"から，下自

のLepidocyclinαそのものは日本のイ邑の

地(房総，秩父など)と同時代 (Aqのtani

an )のものとする見解もある(北村1968，

松丸1968)。またLepidocyclinaを含む下白

岩の地層を下白岩層として白浜層群下部に
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第 I[翠 伊豆半島における Lepidocyclinaの産地

属するとする見解もあるが(盛谷，沢村1965) (鮫島ほか1968)，“白浜層群"の模式である原田層

からはLepidocycliω は現在のところ報告されていない。しかし， その後新産地として伊豆滑JII

(第 1図)の白浜層群に属すると見られる凝灰質砂岩から笠原芳雄氏(当時下田北校) ・同校地学

研究グルー により Lepidocyclinaとそれに伴う Amuss iope c ten が採集されたのでここに報

告する O

2. 伊豆滑)11付近の地質-滑)11のLepidocyclinaの産地は，松崎一下回線の北湯ヶ野から滑JlIの

谷に入り，その奥の標高約 420mの地点で，婆裟羅山の東側にあたる O 露頭付近一帯は新しく開墾

されたミカン畑で，化石を含む地層は，ほとんど変質を受けていない含綿礎淡色凝灰質砂岩で， こ

の地層の露頭は焔のすぐ上の山の斜面に点在する O 岩質から白浜層群と考えられるが，白浜層群の

原田層よりやや囲い。下位に湯ヶ烏層群と考えられる地層が分布しているが，Lep idocyc linaを含
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む凝灰質岩と湯ヶ島層群との関係は蕗頭が

ほとんどなく，確認できない。

3. 伊豆滑)11の Lepidocycl inα につい

てー含細磯淡色凝灰質砂岩中の Lepido-

cyclinαの個体は層理または葉理に平行に

含まれている。砂岩中には，個体が比較的

密集している部分じ全然含まれていない

部分とがあり，集まっている部分では簡単

に遊離標本の採集がで、きる o 同じ露頭から，

Amussiopecteη iitomiensis， Chlαmys 

sp. など， 印j兵層群に見られるものを
第 2図 Lepidocyc lina の産地勺骨JII"(X)

出するが，Lepidocyc linα と Amussiopecteη iitomiens is が共存するのは現在のところ同産地

だけである。

伊豆滑川産Lepidocyclina標本70個体の寵径，厚さ，ふくらみ方等を測定し，このうち35個体の

定方位薄片をつくり，内部構造を検討した結果，従来のNephrolepidinα ηipponicα型ばかりで，

しかも他の産地のものよりはるかに大きく(第 3， 4図)，かつflange の発達したものが多い。

中央横断面でみると中央房の形は Spatulateが多く Ogival もあり，大きさ，配列は不規則である。

また内部に発達する stolonは， 日本の他の産地のものと閉じ Y系統に属することが認められた O

Van der Vlerk (1959)の protoconchの円周とそれをとりかこむdeuteroconchの“grαde of 

enc lOSUl・e" を求めると(第 5図)他の産地のものと，はっきり区別することはできないが，他の
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第 5図産地虫Ijの“grade of enclousure" 

産地のものに比べて比率の小さいものが少なし比率の非常に高いものが出現した。現在のところ

49%以下のものは検出できなかった。このほか，滑川産Lepidocyclina は司本の他の産地のもの

に比べて，malformαtion 奇型)が非常に多く内部構造が検討できた個体数の10%以上に達した o

4. 共存する Amussiopectenについて-“白浜層群"の模式地の白浜海岸では，湯ヶ島層群を

不整合に蔽う板見層と，これと指交関係にあると見られる原田層がみられ，原田層の凝灰質砂岩中

に多数の貝化石を産する o 滑111のLepidocycli仰と共存する Amωsiopecten iitomiensis 第

9， 10国)は明らかにこの白浜層群から産出するAmussiopecten iitomiensisと同じ型のもので

ある o また，本層のAmussiopecten iitomiensisは，楼小型といわれる宮崎層群下部の Amω

s iopec teη iitomiens isのような型でもない D なお，Amussiopecteη には Amussiopectenαki-
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Amussiopecten prαe-(中新世後期)lltomzens lS Amussiopecten (中新世中期?) yαmαe 

は現在のとA muss iopec teη 白浜層群から産出する

prαesignisは産出していない o

などが認められているが，

1種だけで A.lltomlensls 

(鮮新世)slgnls 

ころA.

保存が比較的していないこと，地質時代について一伊豆滑川のLepidocyclinaは密集して5. 

な型がよく残されている点なの発達した一般に個体は他の産地のものに比べてflange良く，

(P. F) 遠くから運ばれてきて再堆積したり，どから見ると，
~、~、〈ん
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A.p 第5図にあるように，をそのままあてはめてみると，

一一一一~目前叫

Ai に移動他の産地のものより中央値がやや比率の多い

-西郷・女神 Aquitanian 

掛J11地方新第三系の層序

Tortonian 良本日えら理由などより若干新しいとも秩父，するので

←下自行elvetiani i tom iens is などの貝1~またAmuss iopec teη れる。

Burdigal ian 

第 6図

はjはぽ湘長時

(第 6図)。代"に対比される可吉回全がもっとも大きい

この伊豆滑)11の石から考えると，
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